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ゆるキャラによるまちづくりと河童まつり 
 

[段原地区町内会連絡協議会] 

 
 

段原地区では、町内会連

絡協議会の下に“段原地区

まちづくり”があります。 

段原まちづくりでは、毎年

猿候川河童まつりを開催し

ており、今年で 17年目にな

ります。 

さらに、昨年には地域活性

化委員会を立ち上げ、段原地区グルメマップ

を作製し、今年は段原地区のゆるキャラを作

りました。 

このゆるキャラは、様々なところに呼びか

けてデザインを募集し、88 点ものデザインが

集まりました。この中から数点を選び、段原

小学校の子どもたちに投票をお願いしたとこ

ろ、「きゅー太」が圧倒的な票を得て選ばれま

した。6月7日には関係者にお披露目会を行い、

今年の猿猴川河童まつりへの出演を企画して

おります。 

 9 月 21 日のまつり当日には、ぜひ皆さんの

ご来場をお待ちしております。 

 

第 10 回 れんこん祭り 
[比治山学区社会福祉協議会]  

日時：平成 26 年 8 月 24 日(日) 10:00～ 

場所：東雲本町公園 

 

子どもから高齢者を含めて地域住民のつな

がりと地域の活性化のために、昔れんこん栽

培が盛んでハス田が広がっていた南区東雲地

区にちなんだイベント「れんこん祭り」を開

催します。 

 

 

午前 10 時から段原中

学校の吹奏楽部、あおぞ

ら神楽団の子ども神楽、

邇保姫神社の香護太鼓、

楽しい手品、比治山尐年

消防クラブの鼓笛演奏、

よさこい、沖縄民謡踊り

が出演する、多彩な催し

を予定しています。 

 会場の一角では、東雲

地区にれんこん畑が広がっていた昭和 30年代

の風景などをとらえた写真展の開催、町内会

による、れんこんや天ぷらなどの販売をはじ

め、こんにゃく、たこ焼きなどふるさと特産

品コーナーもあります。午後過ぎには、れん

こん坊やの山車が登場し、会場内を練り歩き

ます。 

また、地域住民が丹精込めて育てた朝顔の

品評会や、午後 5時 20分からは湯来温泉旅行

券や自転車などが当たる抽選会を予定してい

ます。皆さん、ぜひご来場ください！ 

 

第 64 回社会を明るくする運動 
[南地区保護司会・南地区更生保護女性会] 

日時：7 月 9 日(水) 14:00～ 

場所：南区役所別館３階 ボランティア研修室 

 

法務省が主唱する“社会を明るくする運動”

は、すべての国民が犯罪や非行の防止、罪を

犯した人たちの更生について理解を深め、そ

れぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非

行のない明るい社会を築こうとする全国的な

運動で、7月が強化月間になります。 

 南地区保護司会では、7 月 9 日(水)14 時か

らの『南区長への法務大臣メッセージ伝達式』

を皮切りに、ポスター・パネル掲出、ミニ集

会、街頭広報活動、小中学生作文・標語コン

テスト、更生保護施設訪問、広島みなと夢花

火大会での広報活動など、南地区更生保護女

性会の協力のもと行っていきます。 

 また、広島県推進委員会では、7月 2日(水)

にエールエール地下広場及び広島駅南口にお

いて、“社会を明るくする運動”の街頭広報活

動を、7月中旬に一日保護観察所長行事を行い

ます。 
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さらに 12月末には、広島県民文化センター

において「作文・標語コンテスト」の表彰式

を行います。 

 

南区七大伝説スイーツフェア・みなみ

区お宝自慢 

 
日時：7 月 13 日(日)12：00～16：00 

場所：広島産業会館東展示館(南区比治山本町)  
 

 
 

南区に伝わる七大伝説にちなんだスイーツ

が集合します。ステージでは、歴史や伝説、

文化、風習など、地域の魅力をＰＲするお宝

自慢が行われます。また、体験コーナーでは

クッキーお絵かきコンテストへの参加や、和

菓子の練りきりの体験ができます。 

 
 

 

黄金山
こ が ね の や ま

フェスティバル 
[黄金山地区社会福祉協議会]  

 

 
 

黄金山学区最大のイベント「第 37回黄金山

(こがねのやま)フェスティバル」を 4月 20日

に開催し、幼児からお年寄りまで総勢 300名

が参加しました。 

「あまちゃん」「黄金山動物園」「仮面ライ

ダー」など趣向を凝らした五町対抗入場行進

から始まり、来賓全員が参加するグラウンド

ゴルフや、ワッショイワッショイと引き合っ

た五町綱引き。女性が一本の棒を激しく奪い

合う姿に女性パワーの凄さを実感しました。

そして何といっても勝敗を決める町別リレー

は、全員が身を乗り出しての大声援を受けて

選手が一所懸命走りました。もう一つの楽し

みであるバザーも大好評で完売御礼と町民の

笑顔が溢れる感動の一日でした。 

 

似島フラワープロジェクト 
[似島地区コミュニティ交流協議会] 

 

 
 

「似島を花で飾りたくさんの方々に来ても

らいたい。」という似島地区コミ協のチームフ

ラワーの思いに賛同してくれた、瀬戸内しま

のわ事務局・広島市の協力を得て、３月末の

しまのわオープニングイベント・広島みなと

フェスタに向けて、２月から花壇の造成と花

の苗を植える事業が急ピッチで進み、家下地

区のちびっこ広場・大黄地区原爆遺骨発掘跡

地（おもてなし広場・慰霊の広場）に花壇、

家下地区桟橋と学園桟橋付近及び道路にプラ

ンターを設置し来島者の心を和ませる試みが

始まりました。 

小中学校・似島学園・学園高等養護部・自

然の家・公民館・養老館・グラウンド・ゴル

フ愛好会等たくさんの方々の協力でイベント

に間に合わせることができました。また通年

で花を咲かせる取り組みも始めています。似

島を花で飾りより多くの方々に来島していた

だくよう頑張っていきたいと思います。 

 

民生委員の活動と要援護者支援 
[南区民生委員児童委員協議会] 

 

民生委員児童委員は地域の様々な悩みをお

持ちの方の身近な相談相手となり、厚生労働

大臣の委嘱を受けた各委員は南区内各地域と

関係行政機関をつなぐパイプ役として、日々

活動しています。 

その中でもとりわけ援護が必要なひとり暮

らしの高齢の方や、障がいのある方などにつ
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いては、各委員は重点的に見守り活動を実施

し、日ごろの訪問活動や声かけ、地域の各種

行事への参加依頼など、地域で孤立すること

がないよう努めています。また、災害時にこ

うした人たちを地域で助け合いながら避難で

きるよう、南区役所が行っている「災害時要

援護者避難支援事業」に協力し、地域の社会

福祉協議会や自主防災組織などと連携し、い

ざという時の情報連絡体制の共有に取り組ん

でいるところです。 

 

ふれあいフライングディスク大会 
[南区身体障害者福祉協会] 

 

 
 

昨年までのボウリング競技に代わり、今年

は６月２日にフライングディスク競技第１回

大会を、ふれあいを目的に宇品体育館で開催

しました。当日は来賓として、南区役所から

も 3名の方をお迎えし、競技に先立ち障害者

スポーツ協会の指導員による軽快な体操の指

導がありました。参加者はほとんどが初心者

でしたが、5ｍ先の 90㎝の輪をめがけて真剣

にディスクを投げていました。この大会に南

区コミ協より、参加賞を提供していただきま

した。 

 

行政・事業者・消費者による三者懇談会 
[広島消費者協会南区] 

 

  
広島市消費者月間協賛事業の行政・事業

者・消費者による南区三者懇談会を 6月 10日

(火)13時30分から南区役所講堂で開催しまし

た。 

 最初に、振り込め詐欺など高齢者を狙った

犯罪が増加していることを鑑み、広島南警察

署生活安全課長川崎君枝氏に「犯罪被害に遭

わないために」というテーマで話していただ

きました。振り込め詐欺は、1件当たりの被害

額が多いので注意が必要です。南区でも今年

に入って 4千万円以上の被害が出ています。 

 その後、企業のコンプライアンスや、消費

税が 8％に引き上げられたことによる価格表

示について、活発な意見交換がなされました。 

 
 

 

 

南区民スポーツ大会 
 [南区民スポーツ大会委員会] 

 

 
  

青葉薫る快晴の天気に恵まれ、「第 35回南

区民スポーツ大会」が 5月 18日(日)、マツダ

体育館での盛大な開会式を皮切りに開催され

ました。上位チームは 10月 12日に開催され

る「広島市スポーツ・レクリエーションフェ

スティバル区対抗競技」に南区代表として出

場します。 

大会での総合順位は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

さらに詳しい競技ごとの結果をホームペー

ジ版で見ることができます。 

 

 

順位 学 区 

１位 宇 品 学 区 

２位 宇 品 東 学 区 

３位 皆 実 学 区 

大会結果情報 
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交通安全グラウンド・ゴルフ大会 
         [南区老人クラブ連合会] 

 
 

4月 9日(水)比治山下公園にて、南区交通安

全高齢者グラウンド・ゴルフ大会を、110名の

参加者で開催しました。 

上位入賞者は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 
 

  上位 18名の方は、11月 6日(木)中央公園に

て開催される広島市老連大会に出場します。 

 

 

 

 

5 月 13 日(火)アークホテル広島駅南におい

て、南区コミュニティ交流協議会総会を開催

しました。任期満了に伴う役員改選が行われ、

会長、副会長、会計、幹事が再任となり、欠

員となっていた副会長 1 名には、南地区更生

保護女性会の楠本次子会長が就任しました。

また、企画総務部会の継続と、部員 9名(オブ

ザーバーを含む)を承認しました。 

 楠本副会長以外の新しい部員は次のとおり

です。 

企画総務部会：  

部員 大下 逸郎 南区スポーツ推進委員協議会会長 

部員 藤井 宏章 南区ＰＴＡ連合会会長 

オ ブ ザ ー バ ー 平田 伸成 南区社会福祉協議会事務局長 

 

新年度の事業計画、予算は次のとおりです。 

[平成 26 年度事業計画（※印は新規事業です。）］ 
 

(1) 会議 

・ 「総会」「役員会」「企画総務部会」の開催 

 

(2) 広報事業 

・ 「コミ協ニュース」（年 4回 7,500部）を発行 

 

(3) 支援事業 

・ 広報支援 

「コミ協ニュース」を活用した、加盟団体主

催事業への参加呼びかけや事業の紹介 

・ 物品支援 

加盟団体が主催する社会福祉関連事業に協

賛し、コミ協から参加賞等を提供 

  ※身体障害者福祉協会「ふれあいフライング

ディスク大会」 

  ※母子寡婦福祉会「ふれあいボウリング大会」 

  ※老人クラブ連合会「スポーツ大会」 
 

(4) 交流会事業 

・ スポーツを通じ、委員及び加盟団体役員の親睦

を深める。（親善グラウンド・ゴルフ大会を 10

月 25日(土)開催予定） 

 

(5) 研修事業 

・コミ協委員等を対象とした研修 

第 1回「南区役所、警察、消防主要事業等」 

第 2回「調査研究事業報告会」 

・加盟団体の「次世代の担い手」を対象とした

研修会※ 

  5か年計画に基づき、加盟団体の将来の活       

   動を担っていく方々を対象に、26年度調査

研究の報告会を開催する。 
 

(6)調査研究事業 

・ 他都市視察 

・ 県立広島大学と連携した調査研究※ 
 

[平成 26 年度予算］ 

（収入） 

費目 予算 備考 

会 費 320,000 
＠10,000×30団体 

＠ 5,000× 4団体 

補 助 金 320,000 市補助金 

雑 収 入 218  

繰 越 金 21,782  

合 計 662,000  

（支出） 

費目 予算 備考 

会 議 ・ 研 修 30,000 飲料 

広 報 事 業 245,000 コミ協ニュースの発行・配布 

支 援 事 業 60,000 支援物品 

交 流 会 事 業 70,000 親善グラウンド・ゴルフ 

調査研究事業 160,000 他都市視察旅費等 

事 務 費 97,000 消耗品、通信運搬費 

合 計 662,000  

 

順位 入賞者(敬称略) 

１位 河 野 政 子 ( 楠 那 ) 

２位 熊 本 泰 治 ( 宇 品 東 ) 

３位 久々宮みどり (楠那 ) 

４位 椋  順 造 （ 青 崎 ） 

５位 竹 中 葉 子 ( 楠 那 ) 

コミ協の活動報告 



「コミ協ニュース（第 24号）ホームページ増補版」平成 26年 7月 1日発行 

 

    みなみく 

 コミ 協ニュース 

（ホームページ増補版） 
 

 

 

大州学区ふれあいの集い 
[大州学区社会福祉協議会] 

 

 
 

3 月 16 日、大州社協と大州地区民生委員児

童委員協議会は、70 歳以上の一人暮らしの方

を大州集会所にお招きし、楽しいランチタイ

ムを過ごしました。 

参加者は約 60 名。余興として、グループ「お

はなしのポケット」がブラックライトによる

切り絵芝居を上演。暗闇の中、ライトで映し

出される不思

議な光の世界

に参加者全員

思わず引き込

まれました。

また、地元の

民謡グループ

のあでやかな

踊り、有志による尺八演奏やカラオケなどを

楽しみました。最後に、参加者全員での「長

生きサンバ」で会場は最高に盛り上がりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

イキイキサロンの集い２０１４ 
［大河地区社会福祉協議会］ 

 

 
 

大河地区には高齢者を対象にしたサロンが

６つありますが、年に一度、一堂に会して開

かれる“集い”があります。今年は、町内会

長や民生委員を合わせ総勢 59 名が参加して、

3月 26日(水)大河公民館で開催しました。 

 この集いは、高齢者の絆とつながりを基軸

にして、心の通い合う対話と交流を図ること

を目的にしたもので、イベントにはもうすっ

かり馴染みにもなった誰にでも気軽にできる

「ガンバルーン」で楽しみました。 

親睦会では、みんなと一緒に食事をし、ジャ 

ンケンゲームに

我を忘れて熱中

しました。 

 地域の支え合

い運動が「見守り」

から「寄り添う」

活動へと深化し

たひとときにも

なりました。 
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